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平安京に見る人と自然, 超自然
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は じ め に
平安京といえば碁盤の目の都市計画で, 今日の
京都にもほぼそのまま残されているが, 実は, 碁











































に, 人にとって, 都市を作るとは, 自然とは, そ
して人が生きていくとは何なのかを考えることを
目的とする｡





































中洛外の境界を鴨長明は 『方丈記』 の中で, ｢一
条よりは南, 九条よりは北, 京極よりは西, 朱雀
よりは東｣ が洛中, 白河, 西の京 (右京) を辺土
としている｡ 辺土の中でも鴨川の東, 白河, 六波
羅などは河東と呼ばれた｡
1288 (正応元) 年の殺生禁止宣旨では, 適用外
の洛中の外側を ｢近境｣ とし, 東は東山の下, 南








京, 下京のそれぞれの町年寄 (後に町代) による
一定の自治を認め, ｢惣組｣ (上京, 下京)―｢町組｣―
各町という近世京都の地縁共同体が形成された｡




どと共に, 1591 (天正 19) 年御土居と呼ばれる
土手を建設した｡ 都は応仁の乱によって荒廃し,











町通, 西端は中京区の円町駅付近で, 延長約 23
km, 土塁の高さ 3 m, 基底部の幅 9 m, 堀は幅約







る場所には, 鞍馬口, 大原口, 荒神口, 粟田口,
伏見口, 東寺口, 丹波口, 長坂口など 10か所ほ
どの ｢口｣ が設けられ, 街道が延びていた｡
豊臣政権崩壊後は, 道路を分断していた部分が
取り壊され多くの出入口が設けられた｡ たとえば






















平安京は, 延喜式によると東西 1,508丈 (約 4.5
km), 南北 1,753丈 (約 5.2 km) の長方形に切り
取られ, 四周は, 幅 10丈の北極大路, 東極大路,
西極大路と, 都の正面で高さ 2 mほどの羅城を
含む幅 12丈の南極大路に囲まれていた｡
都の正門は幅約 35 m, 奥行き約 9 m, 高さ約 21
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m, 正面 7間, 重層の巨大な羅城門で, これを抜
けると, 内裏の朱雀門まで幅 28丈 (約 84 m) の
メインストリート朱雀大路が通じる｡ 朱雀大路は














町をユニットとし, 四町で一保, 四保で一坊, 四
坊で一条である｡ 大路小路から成る道路と街区と
を, 階層的秩序のもとに整然と組み立てた ｢条坊






























があるし, 平安京の ｢路｣ (東西方向) は約 120
m間隔なので, 例えば二条から三条までは間に 3
本の道があるから, 120×4＝約 480 m, 南北方向
の道は約 60 m間隔なので, 例えば東洞院から衣
棚までは間に 4本の道があり, 60×5＝約 300 m
などとわかる｡
このように都の内の空間は, あらゆる地点の位
































大工事が行われた｡ また 1895 (明治 28) 年の京
都市参事会, 1932 (昭和 7) 年の塚本常雄の研究
のように, 鴨川の流路自体が, 遷都の際に変更さ
れたとする人工河川説も広く知られている｡





































































として, 植木, 草花, 魚などが庭に植えたり, 池
に放したりして楽しむためのものとして, 導入さ







に住む人々, 蝦夷, 隼人などは, 天皇がやがて支
配し, 帰属させ, 教化していくものという考え方
が取られた｡
東辺, 北辺, すなわち東海, 東山, 北陸道の蝦
夷と接する地域, 西辺すなわち西海道の隼人に接
する地域は ｢辺境｣ とされ, 蝦夷, 隼人に対して
は, 懐柔策とともに, 軍を常駐させ, 城柵をおい
た｡ 隼人は 8世紀前半には服属したが, 東北の蝦
夷は服属せず, 8世紀後半に柵を設置, 新たな郡
を設立して, 税を徴収しようとした｡ これに対し
て蝦夷は 774 (宝亀 5) 年桃生城 (宮城県桃生郡)
を, 780 (宝亀 11) 年には, 国府多賀城 (宮城県





































































































1. 羅 城 門


















シ亦, 山城国五道ヲ固メシム｣ とあり, 京の五つ
の出入口は, 大津, 宇治橋, 大原道, 大枝道, 山
崎ノ橋としている｡
また 『源平盛衰記』 によれば, ｢西光法師, 七
道ノ辻毎に六体の地蔵菩薩を造り奉り七か所に安
置す｣ といい, その場所は四宮河原, 木幡里, 造




































, 四季の冬, 元素の水, 獣神の





























朝, 日中, 日没, 初夜, 中夜, 後夜の刻を知らせ





平安京では 7世紀半ばから 8世紀初め頃には 1
日を 12に分けて 2時間ごとに鼓が告げていた｡
















































鬼は今日では, 裸の肌は赤, 黒, 青といった色
で, 角と牙をはやし, 虎皮のパンツをはき, 鉄の
棒を持ち, 人を食うと定型化されている｡ しかし
元来は死者の魂の意で, 時代により皇威に従わぬ










剣で殺される｡ この 『太平記』 巻 23話を始め,
能 『羅生門』, 歌舞伎舞踊 『茨木』, 長唄 『綱館』
などにも同様の話が扱われている｡







芥川龍之介はこれを原典として 1915 (大正 4)





























































上品蓮台寺 (北区) には, 源頼光朝臣塚 (蜘蛛
塚) がある｡ 塔頭宝泉寺の後方にあったものを
1932 (昭和 7) 年頃に移したものだが, 源頼光の
墓とも土蜘蛛が潜伏していた塚とも言われる｡





























た｡ そうした記憶をとどめるのが, 鬼退治, 土蜘
蛛退治の伝説であり, 統一的な秩序に抵抗した人々












た｡ 頼政は黒雲に目を凝らし, 妖しいものを ｢南
無八幡大菩薩｣ と念じながら矢で射ったところ手
応えがあり, 火を灯して落下したものを見ると,
頭は猿, 体は狸, 尾は蛇, 手足は虎の姿という異






















901 (延喜元) 年従二位に叙してまもなく, 時平
の中傷によって大宰権帥に左遷, 天皇の厚恩を慕
い望郷の思いにかられつつ, 失意のまま 903 (延
喜 3) 年に死亡した｡
死後, 疫病が流行し, 日照りが続き, 醍醐天皇




















































された｡ 杖で打つ拷問の後, 健岑は隠岐へ, 逸勢
は伊豆へ流罪となった｡ しかし逸勢は伊豆に送ら







平安時代初期の官人｡ 843 (承和 10) 年三位従
五位上のとき謀反の罪により伊豆国へ配流となっ

















外部からも, 内部からも, 鬼, 妖怪, 怨霊といっ
た超自然的存在が侵入, 発生し, コスモスを撹乱
する｡ したがって, 都の空間は, 単に物理的に切
り取っただけでは, すぐにカオスに戻ってしまう
危険にさらされていたのである｡





桓武天皇による 784 (延暦 3) 年 11月 11日の平
城京からの遷都後, 794 (延暦 13) 年 10月 22日
の平安遷都まで僅か 10年間, それも未完成のま




















































































れにあたる｡ 巨椋池は現伏見区, 宇治市, 久御山
町にまたがる周囲 16 km, 水深 1 mの沼で, 豊臣
秀吉の桃山城築造の際, 堤防で宇治川と分離され,





東寺, 西寺 (南区) は, 大内裏からまっすぐ南
に向かう平安京のメインストリート朱雀大路と南
端の九条大路の交点に立つ羅城門を挟んで建てら

























入り, 発展, 860 (貞観 2) 年には文徳天皇の国
忌が行われ, 鎮護国家の寺として栄えた｡ 990
(正暦元) 年の火災により焼失し, 以後荒廃, 現
在は旧跡を残すだけである｡
3. 六 地 蔵







道の鳥羽地蔵 (浄禅寺), 山陰道の桂地蔵 (地蔵
寺), 周山街道の常盤地蔵 (源光寺), 鞍馬口街道
の鞍馬口地蔵 (上善寺, 明治に深泥池の地蔵堂か
ら移動), 東海道の山科地蔵 (徳林庵) である｡





その後, 6 体の地蔵菩薩像を刻んで, 木幡の里





























四方を鎮護す｣ とされ, 『近畿遊覧記』 にも, 王
城四方の鎮護に大将軍社を建てたとされているよ







いろいろで, 『山城名勝志』 では ｢今在王城四方,
北大徳寺門前, 南藤森内, 東岡崎西南, 西京大将
軍村｣ と記されているが, 現在大将軍神社とされ
ているのは, 東方が東三条大将軍社 (東山区),
西方, 大将軍八神社 (上京区), 南方, 藤森神社
境内大将軍社 (伏見区), 北方, 今宮神社境内大












































ため遷都後の 818 (弘仁 9) 年大社に位置づけら
れ, 朝廷から祈雨の使いが派遣され, 水神, 祈雨
の神としての存在が公認された｡




















桓武天皇が都の東の守りとして 794 (延暦 13)
年に建立したのが, 東天王と称される岡崎神社で
ある｡ 旧社地は北白川であるが, 869 (貞観 11)
年播磨国から改めて牛頭天王 (素盞鳴命) を勧請
して現在地 (左京区) に祭祀した｡ その後, 牛頭
天王は感神院 (現八坂神社) に移し祀られている｡
1178 (治承 2) 年に中宮のお産の奉幣を賜ったこ
とにより, 安産の神として信仰される｡
5. 愛宕神社







6. 剣 神 社





鬼門とは丑寅 (北東) の方角で, 特に陰陽道で
は鬼が集まり, 出入りする方角として忌み嫌われ
ている｡ 今日でも鬼門の方角に出入り口, 家の出っ





















で, 本殿の東北には, 烏帽子をつけ, 御幣を担い
だ左甚五郎作と伝わる猿の木像がある｡
4. 吉田神社



























































神社 (下鴨神社) (左京区) を
造営し直し, 皇城鎮護の神, 総地主の神, そして
鬼門の守り神として崇められてきた｡ 両社あわせ
て賀茂神社と総称される｡
8. 四 明 岳
し め い が た け
比叡山は, 京都市左京区と大津市の府県境に位











唐から帰国した留学僧, 最澄 (伝教大師) を送り,




との関係も深く, 最澄死後の 823 (弘仁 14) 年,
嵯峨天皇から年号由来の延暦寺の名が与えられた
し, 座主は皇族, 摂関家から選ばれるほどだった｡




























未申 (南西) は裏鬼門, 病門といい, 鬼門同様
に忌み警戒される｡ 壬生狂言で知られる壬生寺






















993 (正暦 4) 年には道真に左大臣正一位, さ
らに太政大臣が追贈され, 1004 (寛弘元) 年の一
条天皇以後歴代天皇も行幸, 菅公の霊は ｢文道の












めるために, 崇道神社 (左京区) が設けられた｡















子の霊を鎮めるために, 839 (承和 6) 年に創建,
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2度移転したが 1590 (天正 18) 年豊臣秀吉の寺
社整理により中京区の現在地に移っている｡ 崇道













863 (貞観 5) 年悪疫退散の御霊会が勅命で催
されるなど, 怨霊をなだめ祀るための御霊会がた




























都が長久であるように, 土で 8尺 (約 2.4 m) の


















として天変地異, 旱魃, 飢饉, 疫病などが起こる
と考えられたから, 穢れを排除する儀式, 大祓が
行われた｡
『延喜式』 (巻第一・神一) には, ｢六月晦日
の大祓 (十二月は此に准ぜよ)｡ 晦日の申時
以前に親王以下百官, 朱雀門に曾集して卜部祝詞



















第 4章 カオス, 超自然と対決する
神と人のパワー
Ⅰ. 神 と 祭
1. 素戔嗚尊と八坂神社祇園祭
八坂神社 (東山区) は, 神仏分離令以前は祇園























れる有名な祭りである｡ 869 (貞観 11) 年疫病が
流行し, 天変地異が起こり, 五穀が実らなかった｡
これは素戔嗚尊の祟りが原因とされ, 勅命によっ

























































































































鞍馬寺は, 鑑真和上の弟子鑑禎上人が 770 (宝
亀元) 年に霊夢で白馬に導かれて鞍馬山に至り,
毘沙門天像を祀る草庵を結んだのが草創という｡












































































生まれた｡ 『前太平記』 によれば, 母は山姥で,
足柄山の山頂で赤龍と交わった夢をみて身ごもっ
たとされ, 人と龍の混血というわけである｡
また熊と相撲を取り, ネズミ, 鹿, 兎, 猪, 狸
などありとあらゆる動物達と仲良しで, 農作業を








子は, 身長 1寸だったため, 一寸法師と呼ばれた｡









なり, 金銀も打ち出して, 都に上り, 姫と結婚し
て出世する, という昔話である｡
これに類する話は種々存在するが, 鬼を退治し



























アテルイは, ｢続日本紀｣ に ｢賊帥夷の阿弖流
為｣ とあるように, 蝦夷の軍事指導者で, 蝦夷平
定を目指す朝廷に対し, 蝦夷軍を率いてゲリラ戦
術で長期に渡り抵抗, 789年には胆沢 (奥州市)




















































ところが, こうした都に侵入, 発生し, コスモ
スを撹乱する超自然的存在に対抗するものは, 山






































妬み, 憎しみ, 怨むから, 怨霊が生まれ, 人々自
身に襲いかかり, 都をカオスへと戻してしまう｡
そうしたカオスへの対抗手段として, 為政者は









さらには, 怨霊や鬼も, 神として崇め奉り, 供
養と祭祀を行うことで, 天神様, 鬼神などとして,
都というコスモスを護る強力な守護神, 御霊へと

















として, 外, 異界, 他界が必要である｡ 妖怪は人
を, 外は内を, 写す鏡であり, 妖怪を, 外を, 見
ることによってこそ, 人を, 内を, 見ることがで










鬼, 妖怪は非科学的と消去され, マタギ, サン




















しく, 汚く, 不衛生で, 気味の悪いゲテモノを食





いずれにしろ異界, カオスは, 合理, 功利, 科
学的価値観に覆われた都市というコスモスの背裏
に密かに寄り添い, いくら振り払っても, 浸み出
してくる｡ そして実は, そうした異界, カオスの
存在を必要とするのは, 常に異界, カオスを排除
しようとする人であり, 都市なのである｡
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